
“糖による植物の成長制御に関わる新規ユビキチンリガーゼ ATL15を発見” 

 

糖は生命活動を支える重要な栄養素です。細胞内の糖は代謝基質およびシグナル分子と

しての役割を果たし，生物個体の成長に大きく影響を与えます。 

 

私達は，糖に応答した遺伝子発現変動のプロファイルから，植物における新規の糖応答制御

因子として膜局在型ユビキチンリガーゼ ATL15を単離しました。 

ATL15 の変異体では，植物のバイオマスおよび細胞内の糖濃度が影響を受けており，この

遺伝子が植物の成長制御に関わる重要な因子であると考えられます。 

 

ユビキチンシグナルは，膜局在タンパク質の細胞内局在性やエンドサイトーシスによる分

解制御に寄与することが知られています。ATL15 は，細胞膜および細胞内小胞（エンドソ

ーム）に局在することから，これまで不明な点が多かった糖トランスポーターや受容体タン

パク質の機能制御に関わる可能性が予想されます。 

 

引続き，詳しい機能解析を実施していきます。 
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図 ATL15-GFP融合タンパク質の細胞内局在性 
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